
 

 

 

校訓「敬・愛・信」 
スキー教室を行いました 
前期課程は、１月２１日(火)にハチ高原スキー場で、後期課程は１月２４日(金)に氷

ノ山国際スキー場でそれぞれ行いました。天候にも恵まれ、子どもたちは存分にスキー

を楽しみました。子どもたちの上達ぶりには目を見張るものがありました。残念ながら、

今回、前期課程の３年生はインフルエンザによる学年閉鎖のため、参加できませんでし

たが、２月７日(金)、１４日(金)に行う第２回、第３回の教室を心待ちにしているようで

す。 

本校は、校区内にスキー場がある数少ない学校です。地域の資源（＝強み）を生か

すことは、オンリーワンの教育活動を行うことができ、ふるさと意識の醸成につながりま

す。また、ウィンタースポーツに親しむことで、運動不足になりがちな冬期間の体力づく

りにも役立ちます。 

実施するにあたり、保護者の皆様やスキー場関係者の皆様にご協力ご支援をいた

だきました。ありがとうございました。 

 

３週間前、積雪がありグラウンドが使えないことがありました。その日の放課後、野

球部員が、トレーニングの一環でスキーのクロスカントリーに取り組んでいました。積

雪のためランニングはできませんが、本校ならではの練習方法を工夫していました。

他校では真似のできない練習です。 

野球部の様子を見ていて、思い出したことがあります。報徳学園の陸上競技部と

いえば、全国大会で優勝経験のある駅伝強豪校として知られています。かつては、冬

期間にスキーのクロスカントリーに取り組まれており、大会等で但馬に来られていま

した。監督に話を伺うと、クロスカントリーの練習が、トレーニングに効果的であるとの

ことでした。そのお話が印象的で、今でも覚えています。 

 

１月初旬に阪神タイガース坂本誠志郎選手から、市内中学校・義務教育学校の

野球部にボールの寄贈がありました。坂本選手ありがとうございました。 

 

２月４日(火)から、本校後期課程の玄関に、木彫フォークアートおおやの作品を展

示します。子どもたちが芸術作品に親しむことで、美しさへの感性が育まれることな

どを願っています。 
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壮行会を行いました 
全国中学校スキー大会(長野県)と兵庫県郡市区対校駅伝競走大会(加古川市)に

出場する選手の壮行会を１月３０日(木)に行いました。 

田中皇貴さん(９年生)は、先日行われた兵庫県中学校総合体育大会で出場権を獲

得し、兵庫県代表として、２月４日(火)の大回転、６日(木)の回転に出場します。平松慧

子(８年生)さん、井上真菜花(７年生)さん、浅井萌花さん(７年生)は、２月２日(日)に開

催される兵庫県郡市区対校駅伝競走大会に養父市代表で出場します。壮行会では、

それぞれの代表として関宮学園のプライドをもって競技してほしいこと、全国や県下で

活躍する選手と競い合うことで刺激を受けてきてほしいと話しました。 

また、２月１日(土)には、女子バスケットボール部がウィンターカップの決勝戦に挑み

ます。選手の皆さんの健闘を祈ります。 

 

SNSについて考える 
１月２８日(火)に新７年生の進級

説明会を行い、本校職員がスマート

フォンと学力の関係について紹介し

ました。養父市ではこども SNSル

ールを定めています。児童会・生徒

会による統一ルールです。ポスター

は毎年、新入生に配布しています。

家庭のルールの記入欄もあります。 

昨年１１月、オーストラリア議会

で、１６歳未満の子どもが SNSを

利用することを禁止する法案が可

決されました。賛否はありますが、こ

の法律を制定しなければいけない

事態であったことが想像されます。

ニュースでは、子どもたちが SNS

にのめり込むあまり、日常生活に支

障をきたしたり、健康に悪影響を及

ぼしたりしている。また、SNSを介し

ていじめにあったり、犯罪被害にあ

ったりしている例が後を絶たないと紹介されていました。 

これは他人事ではありません。子どもたちが被害者にも加害者にもならないように、

再度、SNS利用について気をつけさせたいです。トラブルが起きたときは信頼できる人

に相談することも徹底させたいです。 


